


































































































この文脈の中で, "インテグリティとしての法'', "連鎖小説" , …唯一の正しい解のテ
ーゼ'といったキーワードが取り上げられリベラリズムとコミュニタリアニズムを架橋
する法理論として,ロールズ=サンデル論争との対比で捉えられていたものと思われる｡
こうした意味で,ドゥオーキンは,リベラリズムを支持する立場からは好意的に迎えられ
てきたが,一方で政治共同体に共有される道徳観念を重視するコミュニタリアンからは権
利基底的理論として,他方で所有権の尊重を第-におくリバタリアンからは平等主義的理
論として,批判的に取り上げられることとなった｡かかる政治哲学的論争におけるドウオ
ーキンの位置づけは,先行研究の蓄積により一定の共通理解が形成されてきた一方で,ド
ゥオ-キンの法思想の法理論内在的な特徴とその説得力の源泉について,論争に中立的な
視点からの解釈は,これまで比較的少数の研究にとどまっていた｡本博士論文は,まさに
この点において新たな法理論的知見を加えるものと評価することができる｡
新たな知見として評価すべき点は,第一に,ドゥオ-キンの法思想を,原理中心の法解
釈方法論において特徴づけ,これを, R.アレクシーらのドイツ憲法解釈学との連関に位置
づけていることに存する.第二に,これを,政治哲学的論争から一線を画して,一方でレ
ーンキスト,スカーリアらの"原意主義M的憲法解釈論と対比し,他方でケネディ-らの
…脱構築Mによる政治的法解釈と対比することによって,ドゥオーキンの法解釈方法論の
…道徳的解釈"の特徴を浮かび上がらせている｡最後に第三に,中絶の自由,人種的差別
に関する憲法判例を取り上げることによって,ドウオーキンの解釈方法論が個別具体的事
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例にどのような意義を持つものであるのか,明らかにしている｡この三点に見られるよう
に,本論文は,新たな角度からドウオーキンの法思想を特徴づけたものであるが,その一
方で,わが国における先行研究との論点のすり合わせという点においては,十分な検討が
行われていない嫌いがある｡わが国における先行研究がかなりの蓄積を見せていることか
ら,この課題に早急な回答を要求することは,博士課程の研究としては酷であるかもしれ
ないが,法理学の本質的発展を目指して,著者の今後の取り組みに期待したいところであ
る｡
以上により,本論文を,博士(法学)の学位を授与するに値するものと認める｡
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